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本日のアジェンダ 
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１．ホワイトペーパーの目次構成【２０分】 

 

２．「課題の方向性」についての説明【１０分】 

 

３．ディスカッション【６０分】 

 

４．まとめ【１０分】 



今までの経緯と今後について 
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9月 8月 7月 12月 11月 10月 3月 2月 1月 

◆第3回JCC総会 
2012年7月19日 

事務局での検討 
（ミドル・インフラSWG課題抽
出、全体スキーム検討・海外

事例調査） 

◇ミドルウェア・インフラSWG（第3回） 
2012年11月2日 

課題のFIX 
コアメンバー抽出 

事務局による作成 
個別ヒアリング 

◆ミドルウェア・インフラSWG（第4回） 
2012年12月13日 
 （WP内容のすり合わせ） 

◇第4回健康・医療クラウドWG 
 2012年12月17日 
 （WP内容の報告） 

◇第4回JCC総会 
2012年12月19日 

2012年 2013年 

各社による活動 



1. ホワイトペーパーの目次構成 
 1-1. 目次構成 
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以下の通り、４章までは健康・医療領域における「サービス提供基盤」につい

ての事実を客観的に述べ、５章にてジャパン・クラウド・コンソーシアムとして

意見を提言するという章構成としております。  

 第１章 はじめに 

 第２章 サービス提供基盤における課題 

 第３章 日本の医療情報システムにおける動向 

 第４章 海外の医療情報システムにおける動向 

 第５章 課題に対する方向性（案） 

 第６章 おわりに（謝辞） 

 

 



2. サービス提供基盤における課題 
 2-1. 「サービス提供基盤」の定義 
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共通 
ｻｰﾋﾞｽ機能 

ﾍﾙｽｹｱ 
ｱﾌﾟﾘ 

ﾍﾙｽｹｱ 
共通部品 

ｸﾗｳﾄﾞ基盤 

PHR 
データベース 

医療機関や企業 

利用者 
（エンドユーザ、スタッフ） 

API API API API 

APL APL APL APL APL APL APL APL APL APL APL 

サービス事業者A サービス事業者B サービス事業者C サービス事業者D 

サービス事業者間の競争によるサービス高度化 

サーバ/ディスク ネットワーク データセンター 

PHRデータベース 
（HL７やどこでもＭｙ病院を参考にヘルスケア版データフォーマットを定義） 

データ販売 
（今後の課題） 

クラウド基盤事業者 別のｸﾗｳﾄﾞ事業者 

別クラウド事業者への移動が可能 

共通的に利用するサービス群（ID管理、ドキュメント管理等） 

共通的なデータベース 

インターオペーラビリティを考慮した共通アプリ部品群 

スマホ/タブレット端末 

サ
ー
ビ
ス
提
供
基
盤
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2. サービス提供基盤における課題 
 2-2. 課題事項 
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PHRデータベース 

ポータルサービス 

ｺﾝﾃﾝﾂ配信 
健康関連 
ﾃﾞｰﾀ管理 

共通アプリケーション機能 

見守り 
記録 

（報告書作成） 
SNS ポイント 商品販売 

アンケート 
機能 

データ参照 

インフラ 

セキュリティ 
MDM/遠隔監視 

機密性 完全性 可用性 
データマイニング 

利用者 
（エンドユーザ、スタッフ） 

セキュリティ 

システム基盤 
機器間連携 

ヘルスケアデバイス等の
機器間連携 

匿名化 

データの二次利用 
（匿名化） 

データ標準化 

データの二次利用 
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3. 日本の医療情報システムにおける動向 
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日本における医療情報システムの現状を以下の構成で整理。  

 ３－１ 日本政府の動き 

 ３－２ 標準化の概要 

 ３－３ データ標準化 

      ・厚生労働省標準規格  

      ・医療情報標準化推進協議会（HELICS協議会） 

      ・HL7 

      ・SS-MIX 

 ３－４ IHE 

 ３－５ 健康機器情報連携 

 ３－６ セキュリティ 

      ・ガイドライン 

      ・セキュリティ 

      ・データの２次利用匿名化 

 ３－７ マイナンバー法 



4. 海外の医療情報システムにおける動向 
 4-1. 医療ITの標準化マップ 
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HL7V2.x
(2001)

HL7V3RIM
(2002)

Domain Message 
Information

Refined Message 
Information

CDA R2
(2005) CDA template

Continuity of Care 
Document (CCD)

Clinical Coding 
Systems

SNOMED CT

openEHR

EHR-S Functional 
Model (2004)

IHE XDS
(2005)

ICD

ICF

ISO 13606

Clinical 
Terminology

Clinical 
Message

Clinical 
Modeling

EHR/PHR

Vocabulary and  
Value sets

HSSP 
(SOA)

DICOM

CDISC

SNS Web Service

RESTful

SOAP

hData

HL7 FHIR

・医療用語: ICD, SNOMEDなど  

・語彙及び値セット：SNOMEDなど  

・メッセージ：HL7V2.xなど  

・モデリング: HL7V3RIM、ISO13606、openEHR、CDA R2など  

・EHR/PHR: openHER、EHR-S Functional Modelなど  

・SNS：Web Service、SOAP、RESTful、HL7FHIRなど 



4. 海外の医療情報システムにおける動向 
 4-2. 世界の医療IT導入経緯及び現状 
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XML,schema
1998,2001

米国

MedCom
1994

Health Portal
2002

Medication
Record 2004

eRecord
2006

デンマーク

オーストラリア
NEHTA
2006

カナダ
Health Portal

2001
Infoway Standard

2006

英国
NHS CFH

2002
NPｆIT
2005

NHS Clinical 5
2008

フランス

ONC HIT
2004

HITSP
2005

DMP
2004

ARRA
HITECH-HITSP

2009,2010

HL7 FHIR
2011～

HIMSS
1961

HL7
1987

OMG,UML
1989,2003

IHE
1999

DICOM
1985

CEN
1990

OASYS
1993

CDISC
1997

ISO,Strategic
1999,2004

ASTM CCR
2005

Continua
2006

IHTSDO
2007

OHT
2008

EU
INTEROPE
2008/1

epSOS
2008/6～

PCAST/hData
2010

Nationwide Health Information Network

CONNECT

Direct Project

State HIE Programs

SHARP/Innovation Program

Standards & Interoperability Framework

Beacon Communities

CCHIT/
ONC-ATCBs 2010



5. 課題に対する方向性 
 5-1. システム基盤（PHRからのアプローチ） 
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クラウド 

PHRデータ 

健康・医療データ 
（HL7 V2.5＋CDA） 

その他データ 
（食事履歴、 
購買履歴等） 

センサー 
データ 

スマートデバイス、パソコンなどのゲートウェイ 

バイタルデータ 

Continua対応 ヘルスケアデバイス 

体重計 体温計 血圧計 

お薬手帳 

糖尿病連携手帳 

等 

Continua 
（PAN-IF） 

その他データ 
（食事履歴、 
購買履歴等） 

EMR/HER 
（HL7/CDA） 

サービス 

利用者 

Continua 
（xHRN-IF） 

・・・ 

非Continua ヘルスケアデバイス 

・・・ 

その他 
センサー 

その他データ 
（位置情報 

その他センサ情報） 

本人への公表・通知・同意取得 

SS-MIX 
標準化ストレージ 

データの２次利用を考慮すると健康・医療データについてはHL7 V2.5＋CDAとし、その他のデータは標

準化までは行わない。 
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5. 課題に対する方向性 
 5-1. システム基盤（EHRからのアプローチ） 
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PHRデータベース 

ポータルサービス 

ｺﾝﾃﾝﾂ配信 
健康関連 
ﾃﾞｰﾀ管理 

共通アプリケーション機能 

見守り 
記録 

（報告書作成） 
SNS ポイント 商品販売 

アンケート 
機能 

データ参照 

IHE相互運用基盤 

XUA PWP PIX/PDQ ATNA XDS.b 

レジストリ リポジトリ 

GPS連携 
ﾃﾞｰﾀ入出力 
ﾃﾞｰﾀ抽出 ID発行 

ユーザー 
情報管理 

スタッフ管理 
アクセスログ 

管理 
ﾏｯｼｭｱｯﾌﾟ 

SSO 

HL7 V2.5＋CDA 

利用者マスタ 

インフラ 

ATNA/CT 

時刻同期 
PDF 
作成 

スタッフマスタ 
施設マスタ 

監査証跡 

セキュリティ 

機器間 
連携 

MDM/遠隔監視 

Continua 

匿名化 
機密性 完全性 可用性 

データマイニング 

利用者 
（エンドユーザ、スタッフ） 

要検討 
（SAML） 

アクセス 
コントロール 

RESTFul 

http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.material-land.com/material/1310.png&imgrefurl=http://www.material-land.com/index.php?p_mode=view&p_s_tag=%E4%BA%BA&usg=__NIGGZBRPZX0crfF5nAg9tL3nMyM=&h=256&w=256&sz=14&hl=ja&start=9&sig2=SQsfEMjW8aU1RbGSNkoKVw&zoom=1&tbnid=h-ODvjv2zY7zJM:&tbnh=111&tbnw=111&ei=UlgATtr6JoisugPpiuGbDg&prev=/images?q=%E4%BA%BA%E3%80%80%E3%82%A2%E3%82%A4%E3%82%B3%E3%83%B3&hl=ja&tbo=p&tbm=isch&itbs=1
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5. 課題に対する方向性 
 5-2. データの二次利用（匿名化） 
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・完全な匿名化処理を行い、個人情報保護法の対象から外すことは困難である。 

・よって個人情報保護法への抵触リスクを考えると、データの二次利用をするためには本人

への同意が必要となる。 

・なお本人への同意を行っても、プライバシー侵害などの民法のリスクは残っていることから、

完全なリスク回避は困難な状況である。 

現状では、データ二次利用を行う場合には、本人への同意は必須な状況 

（企業への負担が大きいという状況） 

匿名性の基準・ガイドラインを、国や第三者機関として早期に 

策定が必要ではないか 


